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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
説
明
不
要
（
耳
ヲ
貸
ス
ベ
キ
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
５
５
０
Ｈ

【
作
者
名
】

　
不
足
茶
野

【
あ
ら
す
じ
】

　
続
き
ま
し
て
は
卒
業
生
に
よ
る
別
れ
の
言
葉
で
す
。
皆
さ
ん
静
粛
に
お
願
い

し
ま
す
。
き
っ
と
最
後
の
言
葉
に
な
り
ま
す
か
ら
。
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『
続
き
ま
し
て
は
卒
業
生
に
よ
る
別
れ
の
言
葉
で
す
』

卒
業
生
が
起
立
。

そ
の
中
の
一
人
が
声
を
上
げ
る
。

「
今
日
、
僕
達
は
…
…
卒
業
し
ま
す
」

「
「
「
「
「
「
卒
業
し
ま
す
！
」
」
」
」
」
」

「
色
々
な
事
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
」

「
「
「
「
「
沢
山
あ
り
ま
し
た
！
！
」
」
」
」

「
そ
の
す
べ
て
が
思
い
出
と
な
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
」

「
「
「
「
「
残
っ
て
い
ま
す
！
！
」
」
」
」
」

「
緊
張
し
な
が
ら
手
を
出
し
た
は
じ
め
て
の
万
引
き
」

「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
万
引
き
！
！
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」

「
手
が
痛
く
な
る
ま
で
続
け
た
暴
行
」

「
「
「
「
「
「
暴
行
！
！
」
」
」
」
」
」

「
み
ん
な
で
協
力
し
て
ま
わ
し
た
輪
姦
行
為
」

「
「
「
輪
姦
行
為
！
」
」
」

「
脅
迫
状
作
り
に
悩
ん
だ
幼
児
誘
拐
」

「
「
「
「
「
幼
児
誘
拐
！
」
」
」
」
」

「
と
り
あ
え
ず
殺
し
て
み
た
か
っ
た
」
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「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
無
差
別
殺
人
！
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」

「
つ
い
つ
い
力
ん
で
し
ま
っ
た
絞
殺
」

「
「
「
「
絞
殺
」
」
」
」

「
も
は
や
作
業
で
し
か
な
か
っ
た
死
体
切
断
」

「
「
「
「
「
切
断
！
！
」
」
」
」
」

「
悩
ん
だ
末
や
り
遂
げ
た
死
体
遺
棄
」

「
「
「
「
「
死
体
遺
棄
！
！
」
」
」
」
」

「
納
得
が
い
か
な
か
っ
た
早
朝
で
の
逮
捕
」

「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
ま
だ
眠
い
！
！
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」

」
」
」
」

「
や
る
気
満
々
で
行
な
っ
た
控
訴
」

「
「
「
「
控
訴
！
」
」
」
」
」

「
弁
護
士
さ
え
も
さ
じ
を
投
げ
た
最
高
裁
」

「
「
「
「
「
最
高
裁
！
！
」
」
」
」
」

「
高
い
塀
を
見
て
諦
念
し
た
刑
務
所
へ
の
入
所
」

「
「
「
「
シ
ャ
バ
よ
さ
ら
ば
！
！
」
」
」
」
」

「
仲
良
く
で
き
る
か
心
配
だ
っ
た
同
室
の
ヤ
ク
ザ
」

「
「
「
「
ヤ
ク
ザ
は
明
日
出
所
！
！
」
」
」
」

「
精
神
を
す
り
減
ら
し
た
看
守
の
呼
び
出
し
」

「
「
「
「
「
「
「
「
今
日
も
生
き
延
び
た
！
！
」
」
」
」
」
」
」
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「
精
魂
込
め
て
作
っ
た
務
所
で
の
作
業
」

「
「
「
「
「
「
「
「
オ
レ
が
残
せ
る
唯
一
の
も
の
！
！
」
」
」
」
」
」
」
」

「
後
悔
し
始
め
た
人
生
」

「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
オ
レ
今
ま
で
何
や
っ
て
た
ん
だ
ろ
う
！
！
」

」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」

「
意
味
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
写
経
」

「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
オ
レ
今
ま
で
何
や
っ
て
た
ん

だ
ろ
う
！
！
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」

「
お
坊
様
と
真
剣
に
論
じ
た
人
生
に
つ
い
て
」

「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
オ
レ
今
ま
で
何

や
っ
て
た
ん
だ
ろ
う
！
！
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」

」
」
」

「
恋
し
た
か
っ
た
」

「
仕
事
し
た
か
っ
た
」

「
家
族
が
欲
し
か
っ
た
」

「
愛
情
が
欲
し
か
っ
た
」

「
み
ん
な
に
謝
罪
し
た
い
」

「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
ま
だ
死
に
た
く

な
い
！
！
！
！
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」

「
で
も
…
…
」

「
今
日
、
僕
達
は
人
生
を
卒
業
し
ま
す
」

「
「
「
「
「
「
「
卒
業
し
ま
す
！
！
」
」
」
」
」
」
」

『
こ
れ
で
今
年
度
の
人
生
卒
業
式
を
終
わ
り
ま
す
』
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ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
。

被
さ
れ
る
布
。

開
く
床
。

張
ら
れ
る
縄
。

揺
れ
る
体
。

垂
れ
る
排
泄
物
。

暗
転
。

ス
タ
ッ
フ
ロ
ー
ル
。

『
人
生
逃
げ
切
り
っ
！
』

暗
転
。

提
供
ク
レ
ジ
ッ
ト
。

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
。

深
夜
ア
ニ
メ
番
組
。

コ
マ
ー
シ
ャ
ル

早
朝
か
ら
の
浅
黒
い
男
。

め
く
ら
れ
る
フ
リ
ッ
プ

『
死
神
法
務
大
臣
、
死
刑
の
執
行
命
令
乱
発
』
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完
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（
後
書
き
）

考
え
た
奴
が
負
け
。

そ
ん
な
ル
ー
ル
は
無
い
が
、
あ
え
て
言
う
。

考
え
た
奴
が
負
け
。

こ
う
い
う
作
品
は
不
快
感
を
与
え
て
ナ
ン
ボ
♪

自
分
の
作
品
に
困
っ
た
チ
ャ
ン
は
い
て
も
失
敗
作
は
な
い
っ
！
！

断
言
で
き
る
！

間
違
っ
て
な
い
っ
！
　
ぜ
ん
っ
ぜ
ん
、
間
違
っ
て
な
い
！
！

そ
し
て
タ
イ
ト
ル
に
反
し
て
説
明
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

『
「
説
明
不
要
」
だ
っ
て
言
っ
た
じ
ゃ
ん
！
』

だ
～
か
～
ら
～
言
っ
た
で
し
ょ
、
考
え
た
奴
が
負
け
っ
て
。
（
な
に
こ
の
偉
っ

そ
う
な
感
じ
は
）

副
題
は
「
耳
ヲ
貸
ス
ベ
キ
」
で
す
よ
？

映
画
「
フ
ァ
ー
ゴ
」
と
か
あ
る
で
し
ょ
？

い
る
ん
だ
よ
ね
、
実
話
っ
て
話
を
真
に
受
け
る
よ
う
な
真
面
目
な
人
っ
て
。

（
映
画
で
ど
ん
で
ん
返
し
が
あ
る
と
怒
る
人
も
い
る
ら
し
い
ね
）

…
…
で
。

自
分
が
そ
う
い
う
人
（
馬
鹿
）
だ
か
ら
書
い
た
。

す
べ
て
を
真
に
受
け
る
な
、
偏
る
な
。

小
説
は
内
容
だ
よ
！

違
う
よ
執
筆
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
よ
！

お
前
は
二
択
し
か
な
い
の
か
？
　
ど
っ
ち
も
大
切
な
ん
だ
よ
！

今
回
は
そ
う
い
う
目
的
。

自
分
に
す
ご
く
怒
り
を
感
じ
て
い
る
。
調
子
に
乗
る
な
よ
。
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リ
ー
プ
、
お
前
何
や
っ
て
ん
だ
よ
っ
て
な
感
じ
。

（
い
つ
に
な
く
攻
撃
的
だ
な
リ
ー
プ
よ
）

あ
と
は
カ
ギ
カ
ッ
コ
を
重
ね
て
使
う
人
が
い
る
で
し
ょ
？
　
そ
れ
を
使
っ
て
一

作
書
い
て
み
た
か
っ
た
。

携
帯
か
ら
読
ん
だ
人
に
は
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
と
思
う
け
ど
、
僕
に
は
そ
の

使
い
方
が
デ
ジ
タ
ル
の
音
量
表
示
の
よ
う
に
見
え
た
の
。

だ
か
ら
、
Ｐ
Ｃ
で
み
る
と
音
量
の
デ
ジ
タ
ル
表
示
み
た
い
に
見
え
る
は
ず
。
（

多
分
）

元
々
は
「
卒
業
式
」
っ
て
い
う
題
名
で
し
た
。

つ
ま
り
、
作
っ
た
の
は
卒
業
式
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
の
ね
。

出
来
に
は
満
足
し
て
い
た
も
の
の
、
「
う
ー
ん
、
ち
ょ
っ
と
自
分
の
カ
ラ
ー
と

は
違
う
」
と
一
旦
保
留
。

だ
け
ど
「
キ
ラ
キ
ラ
」
が
出
来
た
時
に
、
『
キ
ラ
キ
ラ
の
後
な
ら
違
和
感
な
い
』

と
投
稿
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
見
計
ら
っ
て
た
。

「
説
明
不
要
」
と
「
耳
ヲ
貸
ス
ベ
キ
」
は
も
ち
ろ
ん
Ｒ
Ｈ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の

曲
（
「
説
明
不
要
」
は
Ｋ
－
Ｄ
Ｕ
Ｂ
 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
だ
け
ど
）
か
ら
い
た
だ
き

っ
！

最
後
の
ス
タ
ッ
フ
ロ
ー
ル
と
か
の
く
だ
り
は
「
い
の
ち
の
ね
だ
ん
」
か
ら
。

Ｒ
Ｈ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
聴
か
な
い
人
に
は
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
話
だ
け
ど
ね
。

今
回
の
あ
と
が
き
は
以
上
。

そ
れ
じ
ゃ
あ
ね
。

全
て
は
バ
ラ
ン
ス
だ
よ
ん
。
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あ
、
そ
れ
で
さ
ぁ
、
こ
の
―
―

ど
か
か
か
か
か
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
っ
！
！
！

（
意
味
無
く
爆
発
音
オ
チ
。
Ｒ
Ｈ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
曰
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

説明不要（耳ヲ貸スベキ）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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